これからの25年
歴代誌第一 22:1-19
イスラエル人はモーセとともに荒野をさまよっていた間、荒野で生活する中、礼拝の場所を設営するための移動式の天幕とその他の備品を携えていました。会見の天幕と呼ばれていたその天幕は、神とその民が集う場所でした。ここで祭司たちはいけにえを献げました。ここで主は、御自分が民の中におられることを示されました。この天幕、すなわち幕屋は、民が場所を移すよう命じられるたびに、設営され、解体されました。それは宿営の中央に設営され、各部族がその周りに宿営しました。ユダの手紙ヤ人が約束の地に入った後でさえ、聖なる物であった幕屋の備品、契約の箱、その他の品々は天幕に収められ、さまざまな戦いが続く中で、場所から場所へと移され続けました。私たちが知っているように、ダビデはこれらの物のために恒久的な家を建て、神殿を建立するという幻を最初に抱いた人でした。これは彼の夢でしたが、神は彼がそれを行うのをお許しになりませんでした。彼が戦士であり、あまりにも多くの血を流していたからです。
それで歴代誌第一22章では、ダビデがこの制限を受け入れ、息子ソロモンが自分の計画を実行できるよう備えていることが分かります。私が適用したいことを述べる前に、これらの指示を復習し、これがここチョクトーにおける私たち自身の状況とどのように関係するのかを考えてみたいと思います。この本文を通して読みましょう。
そこで、ダビデ王は言いました。「このオルナンの打穀場こそ、主の神殿を建て、イスラエルの焼き尽くすいけにえをささげる祭壇を築くのにふさわしい場所だ。」
- 歴代誌第一 22:1
それで彼は、恒久的な場所に安置したいと望んでいた聖なる物について語ります。
² 王はイスラエル在住のすべての外国人を召集し、神殿建築用の石を切り出す仕事に当たらせました。 ³ 彼らは、門の扉の釘および留め金用の鉄を大量に作りました。また、とても量りきれないほどの青銅を精錬しました。 ⁴ ツロとシドンの人々は、おびただしい数の杉の丸太を、いかだに組んで運んで来ました。
- 歴代誌第一 22:2-4
ここで彼は、これらすべてをまとめるために必要な資料と組織について説明しています。
「ソロモンはまだ若くて未熟だ。主の神殿は、世界中に知れ渡るほどのすぐれた建築にしなければならない。いざというときのために、今から準備をしておく。」
ダビデはこう考えて、自分が生きている間に多くの建築材料を集めました。
- 歴代誌第一 22:5
それでダビデは、死ぬ前に十分な準備をしました。ここでダビデは、自分の動機と考えを語っています。彼は壮大な建造物、すなわち神とその民の偉大さの証しとなるものを建てたいと願っています。息子ソロモンは若く、経験も浅いため、後にソロモンがその務めを成し遂げられるように、ダビデは計画を始め、資材を蓄えようとしています。
⁶ そのあとでその子ソロモンに、イスラエルの神のために神殿を建てるよう命じたのです。
⁷⁸ 「私はかねがね神殿を建てたいと思っていたが、そうしてはならないと主が仰せられたのだ。『あなたは大きな戦いで多くの人を殺し、わたしの前に大地を血で染めてきた。だから、わたしの神殿を建てることはできない。 ⁹ だがあなたに一人の子を授ける。その子の代には周囲の国と平和を保つようにするので、彼はソロモン（「平和」を意味する）と呼ばれる。わたしは彼の治世の間、イスラエルに平和と平穏をもたらそう。 ¹⁰ 彼こそが神殿を建てるのだ。彼はわたしの子となり、わたしは彼の父となる。わたしは彼の子孫にいつまでもイスラエルを治めさせる』と。
- 歴代誌第一 22:6-10
それで今、彼は息子に、どのようにしてこの務めが自分の手から息子ソロモンの手へと引き継がれることになったのかを語る対話があります。彼はまた、この委託が単なる政治的な事柄ではなく、戦いの人である自分と、平和のうちにあり、建設者また統合者となる息子についての預言の成就であるという事実を、息子に明らかにします。
¹¹ どうか今、主があなたとともにおられ、主があなたについて語られたとおり、あなたが神殿をりっぱに建て上げることができるように。 ¹² 主があなたに正しい判断力を与えて、イスラエルの王となったとき、主の教えをすべて守れるようにしてくださるように。 ¹³ 主がモーセを通してイスラエルにお与えになった教えを、あなたが注意深く守るなら、あなたは栄える。何ものも恐れず、強く、雄々しく、熱心でありなさい。
- 歴代誌第一 22:11-13
私たちはしばしば、ソロモンがなぜ富や権力ではなく、神に知恵を求めたのかと考えます。ここで分かるのは、彼の父ダビデが、これらのようなものを追い求めるよう彼に教え、それらが人生において重要なものであると教えたことです。これは、ソロモンが主の御前に出て、主に何かを求める機会を得たときに思い出した教訓でした。
¹⁴ 私は苦労して、金十万タラント、銀百万タラント、それに量りきれないほど多くの鉄や青銅を集めた。壁用の木材や石材も集めた。これだけあれば、工事の第一段階は間に合うだろう。 ¹⁵ あなたには、数えきれないほど大ぜいの石工や大工、さまざまな種類の熟練工がついている。 ¹⁶ 彼らはみな金や銀の細工人、鉄や青銅を扱う専門家ばかりだ。さあ、仕事にかかるがよい。主が共におられるように。」
- 歴代誌第一 22:14-16
彼は、蓄えてきた資源を示し、励ましの言葉をかけることによって、目の前の務めに取り組む息子を励ます。
¹⁷ そして王は、イスラエルの全指導者に、ソロモンを助けて神殿建設に当たるように命じました。
¹⁸ 「あなたがたには主がついておられ、周囲の国々との間に平和が与えられてきたではないか。私が神の民のために、御名によってこれらの国々を服させたからだ。 ¹⁹ さあ、全身全霊をかけてあなたがたの神、主に従いなさい。そして、主の建てられる神殿に、契約の箱と礼拝に用いる聖なる器具を運び入れなさい。」
- 歴代誌第一 22:17-19
最後に、ダビデがこの偉大な務めを成し遂げるソロモンを支援するよう民を奮い立たせていることが分かります。さて、もし私たちが歴代誌第一を読み続けるなら、ダビデがソロモンに神殿の設計図も与え、やがて自分が死ぬ前に、彼をイスラエルの王として油注いだことも分かるでしょう。しかし、この章には、私たち自身の将来のために計画を立てることについての重要な教訓が含まれています。
賢明な指導者として、ダビデは将来に目を向けました。私たちも賢明であるなら、将来のために計画を立てなければなりません。そして、その中で、今朝、非常に現実的で実践的な教訓があると私は信じています。理論や何かについてではありません。実践についてです。私たちも、この会衆がこれから25年間にわたって成長し、健全であり続けることを確実にするために、いくつかのことを行う必要があると信じています。ダビデがソロモンに将来の時に備えるよう勧めたのと同じように、私は今日、あなたがたに将来の時に備えるよう勧めています。そして、その備えにおいて、私たちが行わなければならない重要なことが三つあります。
1. 私たちは今、将来のために計画しなければなりません
さて、クリスチャンとして学ぶのが最も難しい教訓は、一日一日を生き、主がその日ごとに必要を備えてくださることを信頼することです。しかし、今日の責任の一部は、明日のために計画することです。ダビデは、自分には神殿を建てる特権も喜びも与えられないことを理解していた点に注目してください。それでも彼はそのために計画を立て、完成に向けて十分に準備しました。今日私たちが享受しているものは、たいてい、ずっと昔に誰かが立てた計画の結果です。
例を挙げましょう。私は1977年、モントリオールの小さな会衆でバプテスマを受けました。しかし、そこでバプテスマを受けることになったのは、テキサス州サンアントニオの人々が、はるか昔の1967年に、フランス系カナダでの伝道活動を計画したからです。最初のカナダ人、フランス系カナダ人の説教者を生み出すまでに十年かかりました。私は、キリストの教会のためにフルタイムの奉仕者となったケベック州で最初の人でした。ここにあるこの建物が今日存在しているのは、なぜでしょうか。それは、何年も前に、今はここにいない多くの人々を含む人々が、その建設を計画し、犠牲を払ったからです。会衆としてであれ個人としてであれ、今日、今、真剣にそのための計画を始めなければ、私たちは将来、何も成し遂げることができません。
2. 私たちは今、将来のために投資しなければなりません
どのような会社においても、最も重要な部門の一つは研究開発部門です。R&D、すなわち研究開発です。これは、会社が将来も存続できるように、将来になって初めて生産・販売する新しい製品やサービスを発見し、開発するために、今日、資金を投資する研究開発部門です。私が若かった頃、自動運転車という考えは、SFの領域にありました。しかし、自動車会社など、例えばGoogleが研究開発に注ぎ込んだ何十億ドルもの資金によって、ごく近い将来に自動運転車が実現可能になりつつあります。彼らは、それらが運送会社にとってどのような競争相手になるかについてさえ話しています。なぜなら、大型トラック、輸送車両が、今や人間の運転手なしに、ある場所から別の場所へ使用できるようになるからです。それは実現しつつあります。ダビデはその地を征服し、主に近づくことができ、財産を蓄えていました。しかし、それにもかかわらず、彼は将来に目を向けました。契約の箱と、神の臨在を表すその他の物が屋外に置かれ、適切な場所に置かれていない限り、主の栄光が他の国々に見られることはない、と彼は理解していました。彼は自分の財産を投じて、後の世代が共に神を礼拝できる場所、そしてユダの手紙ヤ人だけでなく、周囲の人々にとっても、主なる神の偉大さの証しとなる場所を備えました。
私たち、あなたも私も、私たちより前に来た人々が行った投資の恩恵を受け、それを用いています。それは、1939年8月、オクラホマシティー中心街のCapitol Hill church of Christが、Choctawで、公園において、二週間の福音集会を開くよう促した、未来への投資でした。78年前、その教会はこう言いました。「あそこ、東部郡のChoctawには、教会がない。説教者を雇って、あそこで二週間の集会をしようではないか。」そして彼らは二週間の集会を開きました。実際にはその二週間の集会は一か月続きました。それは未来への投資であり、Opal Gibsonをはじめとする人々が、ChoctawのMain StreetにあるOld Lodgeにベンチを並べ、約30人から成る最初のChoctawの会衆を設立することにつながりました。Opal Gibsonはもう亡くなっていますが、皆さんの中にはOpal Gibsonを覚えている方もいるでしょう。この集会の後、非常に多くの人々にバプテスマを施したので、彼らは「そうだ、ここには30人いる。部屋を借りてベンチを置き、会衆を始めようではないか」と言いました。誰かがその考えを持たなければなりませんでした。ここにいるFarmer姉妹は、Choctaw中心街で集まった最初のクリスチャン世代の一員です。
それは未来への投資でした。その投資によって、あの集会所の向かい側に基礎を築き、最初のチョクトーの集会所を建てたのです。それが行われたのは1941年でした。20年後には、その建物を建て替え、拡張しました。想像してみてください。そして後に、それをアイゼンハワー葬儀場会社に売却しました。彼らはダウンタウンにあったチョクトーの教会堂を買い、そのお金は別の夢の資金に使われました。1976年にこの土地を購入し、この建物を建てたのも、未来への驚くべき投資でした。今、こちらでは建設が行われ、あちらには住宅地ができ、高速道路も見えます。私たちはそのすべてを見ています。しかし1976年当時、ここには何もありませんでした。何もなかったのです。ここはただの野原でした。そうでしょう？野原以外には何もありませんでした。そこに建物を建てるのですか？まさか！何もない場所の真ん中に建物を建てるために、そんな大金を投資するのですか。しかし最終的に、その投資の知恵は証明されたのではありませんか。そうではありませんか。それは、未来を見据え、1977年にチョクトーで最初の専任牧師、ルイス・トンプソンを雇ったのと同じ精神でした。そして、彼の未亡人であるアン・トンプソンは、今日に至るまで私たちの会衆と共にいます。未来を見据えるこの精神によって、私はこの会衆のチョクトーに来ることになり、彼らは1993年に二人の専任牧師を支援し始めました。今では私たちはそれを何とも思いませんが、1993年に教会が二人の専任牧師を引き受けるというのは、驚くべきことでした。それはリスクでした。どうすればその費用を賄えるのでしょうか。そして、1999年にこの建物を全面的に改修し、さらに13:000平方フィートの空間を増築したのも、同じ先を見据える精神でした。もし許していただけるなら、そのことについて小さな話をします。少し内輪の話ですが。13:000平方フィートの改修は、実際には講堂を単に改修するという案から始まりました。新しいカーペットを敷き、ベンチを修理し、塗装するというもので、その見積もりは30:000ドルでした。当時の集会で、人々が「30:000ドルだって！正気なのか？そんなお金は木に実るものではない。カーペットを敷くことなど重要ではない」と言っていたのを覚えています。どういうわけか、その30:000ドルが、50万ドルの改修へと膨らんでいきました。ですから私は、長引く集会には気をつけるようになりました。30:000ドルの改修として始まり、最終的には50万ドルの改修になったからです。しかし、それには先を見据えた考え方が必要でした。そして当時、銀行はあなたの不動産を担保にお金を貸してくれなかったことを思い出していただきたいと思います。長老たちは立ち上がり、書類に署名しなければなりませんでした。もしうまくいかなければ、彼ら自身が個人的に損失を負うことになったのです。それが勇気です。それが勇気なのです。
それゆえ、チョクトーには、主の日々の働きに根ざしながら、将来にも目を向けてきた歴史があります。兄弟姉妹の皆さん、私たちが再び、将来のために投資するよう求められる時が来ようとしています。主は私たちの数を増し続けておられます。ですから、私たちが得ている成長を維持し、それに対応するために、調整をしなければなりません。そう思いませんか。この場所で、10時30分を過ぎてから駐車スペースを見つけようとしたことがありますか。そうでしょう。より良い駐車場、より多くの教室、さらには多目的建物など、あらゆる選択肢が検討されています。これから数か月の間に、皆さんがこの会衆の将来のために、もう一度投資し始めることができるよう、さらに多くの情報が提示されます。これらのことを考えるとき、自分自身の個人的な献身について祈ってください。今、あなたと私がここにいる唯一の理由は、遠い昔に誰かがこのような教訓を聞き、熱意と寛大さと信仰をもって応答したからだということを覚えておいてください。将来のために投資することは、1939年、1941年、1961年、1977年のときと、今も何ら変わりません。それには常に、信仰によって生み出されるビジョンが必要です。問題は、2017年の私たちに、このような信仰があるかどうかです。私たちは今、将来のために計画を立てなければなりません。私たちは今、将来のために投資しなければなりません。そして第三に、
3. 私たちは今、将来の指導者たちを備えなければならない
ダビデは、息子ソロモンが果たすことになっていた役割に備えられるよう、非常に心を尽くしました。彼は、ソロモンの人生と働きについての主の御心を説明しました。将来ソロモンが用いるための資源を集め、用意しました。民をソロモンの側に結集させました。神の御言葉と神の優先事項を教えました。彼に祝福を与えました。
ほとんど同じように、長老たちはこの会衆が奉仕活動を改善し、将来の計画を立てるためのより良い備えを整えてきました。私は七年前、主としてMartyが担っていた奉仕の重荷を分かち合うために、ここに招かれました。成人教育を充実させ、インターネットと奉仕活動を改善することなどが目的でした。Mike Coghillがスタッフに加わり、青少年奉仕と家族奉仕を始めました。それには将来へのビジョンが必要でした。「スタッフに二人の奉仕者を置くことができるかどうか分からない」といった議論があったと思うなら、スタッフに三人の奉仕者を置くことを誰かが提案した会議に出席していればよかったでしょう。私たちには、テトスへの手紙 2という女性奉仕があります。それは、年長で経験のある女性たちが、若い独身女性や若い妻たち、母親たちを教えることを目的として始められました。Sarah Kriwanekが教会の会計事務を引き継ぎ、Celestiaは会員からの問い合わせへの回答と、奉仕者たちのための事務支援に専念できるようになりました。
会衆の必要によく仕えるために、執事や長老もさらに加えました。男性のためのミニストリーや、子どもたちのためのミニストリーもあります。すべてを列挙する時間はありません。これらのミニストリーやその他のミニストリーは、今、将来性を示している若い男性や若い女性を見いだし、励まし、備えさせ、支えることを目標としています。明日、彼らにその重荷を担ってもらいたいからです。
私たちには、みことばの純粋さを保ち、教会の資源を増やし、私たちの時代が終わったときに次の世代がその上に築き、またそれを用いて築くことができるよう、必要な訓練を提供する責任があります。あなたの会衆にいる30歳の人々のことを考えてみてください。この若い人々が明日の教会なのです。
では、問題は、私たちは次の25年間にどのように投資しているのか、ということです。
若者たちよ、学校や運転免許の取得、妻や夫を見つけることだけがすべてなのでしょうか。いつの日か、あなたがたは教会に対して責任を負うことになります。これらは、あなたがたが下さなければならない決断です。あなたがたは責任を問われます。そのために備えていますか。そして、服を買ったり車を手に入れたりすることに注ぐのと同じくらいのエネルギーを、これに注いでいますか。いつの日か、これはあなたがたの務めになります。準備はできていますか。いつか、これを建てるため、あるいは宣教師を遣わすために費用を負担するのは、あなたがたです。出て行くのは、あなたがたのお金なのです。
既婚者も独身者も、あなたが打席に立っています。今度はあなたの番です。あなたが責任を担う立場になった今、何をするのかを見せる番です。執事たちについて不平を言っても無駄です。あなたが執事なのです。あなたが教師なのです。あなたが指導者なのです。あなたが献げる者なのです。あなたが試される番になったとき、あなたが何をしたのか、あなたの信仰がどれほどの勇気を持っていたのかを、歴史はどのように評価するでしょうか。歴史のことはさておき、あなたの世代が教会を担い、築き上げる番になったとき、あなたがどのように管理し、築いたかを、神はどのように裁かれるでしょうか。この年長の聖徒たち、80歳、90歳、200歳の人たち――ロン・ハンクスのことを言っているだけですが、彼にはどうせ私の声は聞こえません。
年長の聖徒たち、彼らは打席に立ってきました。あなたが見ているのは、彼らが何年もの間、植え、刈ってきた芝生です。あなたが見ているのは、彼らが自分たちのお金と汗で建てた建物です。もう彼らの番ではありません。多くの場合、問題は、私たちがなお彼らに頼っていることです。私たちは霊的に、親の地下室からまだ出ていません。そして年長の方々、真剣に尋ねますが、あなたは今も前を見ていますか。年配の人々は、しばしば、もしかすると見過ぎるほど、過去を振り返る傾向があると言われます。
クリスチャンとして、あなたがたは大いなる報いを待ち望んでいますか。あなたがたもまた、先を見据え、ダビデのように、次の世代のために計画し、備えていますか。差し支えなければ、ここからは本当に個人的な話をします。水が必要です。キリストを知らず、世俗的な事柄にそれを浪費してしまうさまざまな人々に、高齢の聖徒たちが自分の財産をすべて残していくのを、私は何度見てきたことでしょう。忠実なクリスチャンの両親の遺産が、代わりに神の栄光のために用いられ得たのに、未信者や不忠実な者たちがそれを世に浪費するのを、私は何度見てきたことでしょう。そうです。私はそれを言いました。私は行って、それを言ってしまいました。私は行って、個人的な話をしてしまいました。
私はこれまで、素晴らしい聖徒たち、勤勉な聖徒たち、寛大な聖徒たちのために、何度も葬儀を執り行ってきました。しかし、その子どもたちは、生涯に一度も教会の敷居をまたいだことがありません。まったく一度もです。彼らはすべてを使い果たすことになります。多くの場合、ただ「そんなことは考えなかった」というだけです。ですから、私は説教壇からあなたがたに思い起こさせているのです。そして、私自身がしていないことを、あなたがたにするよう求めているのではありません。私の子どもたち、私たちの子どもたちに聞いてください。私たちは子どもたちと話し合いの時を持ちました。遺言を読み聞かせました。誰が何を受け取ることになるかを伝えました。ですから、私たちがいなくなった後に、争ったり言い争ったりすることはありません。彼らは皆、最初の分は主にささげられることを確実に知っています。遺言に記してあります。そのことについて、私たちは一切争ってほしくありません。あなたがたのためにも、いくらかは残るでしょう。あなたがたはそれを分けることができます。それでよいのです。しかし、最初の、寛大な分は、あえて言えば、教会と、私たちが考えている別の献金先にささげられます。なぜでしょうか。なぜなら、私たちのクリスチャン生活全体、私たちの生涯のすべてにおいて、リセと私は、最初の分はいつも主にささげるという考えに基づいて歩んできたからです。何かの返金小切手を受け取れば、最初の分は主にささげます。給料を受け取れば、最初の分は主にささげます。給料が上がれば、最初の分は主にささげます。私たちが蓄えてきた財産、家や貯蓄や車などをもって、人生の最後の日に、なぜそれを変えるのでしょうか。なぜそれを変えるのでしょうか。
なぜ多くの教会が、少し余分なスペースか何かを加えるためだけに、切り詰めて節約しているのだと思いますか。皆さんにお尋ねします。私たちのうち、亡くなった後に教会にもう一度、最後に献金するための具体的な計画を立てた人が、どれほどいるでしょうか。それは、私たちの信仰と神、そして神の教会への愛の、最後の証しです。では、私たちは会衆として、今、将来のために計画を立て、投資し、訓練しているでしょうか。それとも、ただ現在に目を向けているだけでしょうか。先に来た人々の労苦の成果を享受することに忙しすぎるのでしょうか。ですから、今朝の招きとして、福音に従っていない人々に、悔い改め、バプテスマによって罪を洗い流すことにより、今、将来の裁きに備えるよう勧めます。これが第一に重要なことです。また、若い人も年長の人も皆、私たちの将来に個人的な責任を持つよう勧めます。2042年、つまり今から25年後に、この会衆がどのようなものになっているかは、それが良いものであれ悪いものであれ、今日の私たちに直接問われることになります。
ですから、今日、前に出て応答する必要があるなら、どうぞそうしてください。そのための時間を設けます。しかし、今日私が申し上げたことを真剣に考えていただきたいとも思います。それによって、この秋に78周年を祝うことになると思いますが、チョクトーの会衆が、私たちの何人かがいなくなったずっと後にも、その100周年を祝うことができるようにするためです。しかし、今日ここにいる私たちが、将来のために計画しなければ、それは実現しません。神があなたがたを祝福してくださいますように。
